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構造設計一級建築士　第  3836号 神谷　勝久
一級建築士　第212753号

1.特記外の事項

構造設計標準仕様 □の適用欄がある箇所は適用部には□印を記入する

特記外は下記による (上にかかれている方を優先順位上位とする。また、
 版の指定のないものは原則最新版とする)

(４) 提出書類 (５) 検査項目
□コンクリート工事施工計画書 提出時期(作業前)
□鉄筋工事施工計画書　　　　 提出時期(作業前)
□コンクリート施工図　　　　 提出時期(作業前)
□鉄筋施工図　　　　　　　　 提出時期(作業前)
□コンクリート調合計画書　　 提出時期(作業前)
□コンクリート打設計画書　　 提出時期(作業前)
□
□鋼材検査証明書(ミルシート) 提出時期(搬入後)
□継手部の検査結果　　　　　 提出時期(施工後)
□コンクリート品質管理表 　  提出時期(打設後)

□配筋検査　　立会時期（工事終了後）
□型枠検査　　立会時期（工事終了後）
□コンクリート受入検査　　
              立会時期（打設後）
□出来形検査　立会時期（打設後)　

・ コンクリート及び鉄筋の試験は原則として公的機関にて行い、工事監理者の承諾を受けること。

・ フレッシュコンクリートの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技術センター
   の技術評価を受けた 　測定器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定
   ごとに撮影した写真（ｶﾗｰ）を保管し、承認を得る。
 　測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験は､同一試料
   から取り分けて3回　 行い、その平均値を試験値とする。

・ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS5T-603によることとし、供試体
   は現場水中養生、 または現場封かん養生とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととす
   る。また､打ち込み量が150m3を越える場合は､150m3ごとまたは､その端数ごとに１回を標準と
   する。一回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を縦割り
   採取する。 　尚、供試体の数量は、特別な指示なき場合は、1回あたり6本以上とし、そのう
   ち4週用に3本を用いる。

６．鉄骨工事

(１) 鉄骨及びその他周辺材料

認定

 高力ボルト

 中ボルト

 柱脚

 デッキ

 頭付ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

□六角ﾎﾞﾙﾄ　JIS B 1180,　　ﾅｯﾄ　JIS B 1181,　　座金 JIS B 1256

□ 既成品使用　※詳細は別紙参照

□ 根巻型柱脚 □ 埋込型柱脚

□Vﾃﾞｯｷ □ｷｰｽﾄﾝﾃﾞｯｷ □合成床板ﾃﾞｯｷ → ※詳細は別図参照

□ 露出型柱脚

□SS400 □SS490 □ABR400 □ABM490

□JIS B 1198

認定品(□M12  □M16  □M20  □M22  □M24)□F10T □S10T □F8T

 軽量形鋼

 丸形鋼管

 角形鋼管

 形鋼・鋼板

□ABR490 □ABM400

JIS G3101

JIS G3350

JIS G3136

JIS G3136

JIS G3475

大臣認定

大臣認定

JIS G3466

JIS G3106

□SSC400

□SS400(白1)

□STK400 □STK490

□STKN400W □STKN400B □STKN490B

□STKR400 □STKR490

□BCR295 □UBCR365

□BCP235 □BCP325

□SN400B(緑2) □SN400C(緑3)

□SN490B(黄2) □SN490C(黄3)

□SM490A(黄1)

種類 備考

　　　②日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

　　　①日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

・ 接合部の溶接は下記を基本とする。
　　　③鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

　　　②社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

　　　①日本建築学会「鉄骨精度検査基準」
・ 鉄骨工事は指示のない限り(1.特記外の事項)の外下記を基本とする。

・ 形鋼・鋼板項の(   )内は鋼種識別色を示す。特別な場合を除きこの識別色とする事が望ましい。

(２) 提出書類 (３) 検査項目
□現寸検査　　　　　　　立会時期(作業前)
□組立・開先検査　　　　立会時期(鉄骨作成中)
□製品検査　　　　　　　立会時期(鉄骨作成後)
□建方検査　　　　　　　立会時期(鉄骨建方後)
□スタッド溶接後の検査  立会時期(溶接完了後)

□工場製作施工計画書 提出時期(作業前)
□現場作業施工計画書 提出時期(作業前)
□工作図　           提出時期(作業前)
□鋼材検査証明書(ミルシート) 
                 提出時期(鋼材搬入後)
□製品社内検査記録(社内UTを含む） 
                 提出時期(社内検査後)
□鉄骨工事現場施工管理記録 
                 提出時期(建方終了後)

□床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷ → ※詳細は別図参照

 組立工場

建
物
規
模

1F

2F

3F

4F

5F

1F

2F

3F

5F

4F

○F

6F

1F

2F

3F

制限なし

延床面積 500m2以下 3000m2以下 制限なし 制限なし 制限なし

□Jｸﾞﾚｰﾄﾞ □Rｸﾞﾚｰﾄﾞ □Mｸﾞﾚｰﾄﾞ以上 □Hｸﾞﾚｰﾄﾞ以上 □Sｸﾞﾚｰﾄﾞ以上

錆止めペイントは，２回塗りを標準とする。 防錆塗装

採用

JIS K5674
JIS K5674
JIS K5629

JIS K5621
規格番号 塗料名称

鉛･クロムフリー錆止めペイント 1種
鉛･クロムフリー錆止めペイント 2種

鉛酸カルシウム錆止めペイント
一般用錆止めペイント

備　考

水性

油性
亜鉛メッキ接合部分
水性が追加

・ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査

工場自主

・ 割れの疑いのある表面欠陥には、浸透探傷試験(JIS Z 2343-1)又は磁粉探傷試験(JIS Z 2320-1)
 　を行う。

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

超音波探傷試験

外観検査　※ 

外観検査　※ 

□完全溶込み溶接部

□

□ 100

100

100

受入検査

第三者 工事

監理者

※平成12年建設省
告示第1464号
第二号による
(目視及び計測)

備考

個

％

％

個

個

％

％

％

個

％

％

第三者検査機関名とは､建築主､工事監理者または工事施工者が､
受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

□部分溶込
　隅肉溶接部

（４）接合部の検査

注) 現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、
　　超音波探傷検査を100％行うこと

個

％
次項による

□　　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること．

９．その他

□　　各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること．
施工が困難と思われる箇所が発見された場合、直ちに監理者に報告し対応を協議すること。□

８．天井

・特定天井は、平成２５年国土交通省告示第771号の規定に適合すること。
・特定天井以外の天井は、構造上安全な構造方法とし地震時に落下の恐れのない構造とすること。

□　　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない，設ける場合は設計者の承認を得ること．
□　　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること．
□　　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を5cm以上とする。

□　　デッキ床コンクリート内に設備配管等を埋込んではならない。

*令第129条の2の4の事項(設計が該当する場合には、□にチェック印を記入する。)
 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとし、以下の構造方法による。
□　建築設備(昇降機を除く)、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれが
　　ないものとすること。
□　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物
　　の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。
□　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、
　　□　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と
　　　　すること。
　　□　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設け
　　　　る等有効な管の損傷防止のための処置を講ずること。
　　□　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手
　　　　又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための処置を講ずること。
　　□　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震
　　　　その他の震動及び衝撃の緩和のための処置を講ずること。
□　法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに
　　類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他震動及び衝撃に対
　　して構造耐力上安全なものとすること。

７．設備工事

耐火被覆吹きつけ部分に錆止め塗装が必要になった場合は、監理者及び耐火被覆メーカーと
打ち合わせの上範囲、塗装の塗装の種類を決定すること。

屋外、過酷な環境、化学薬品工場、メッキ工場等：防錆管理士と打合せの上決定すること

（５）特殊なさび止め塗装の扱い

・ 高力ボルト締め付けの確認(結果を後日工事監理者に報告すること。)

①一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がない
　ことを確認する。
②トルシア形高力ボルトは二次締め後、ビンテールが破断していることを確認する。

・ 高力ボルト接合部の仮組用ボルト(以下仮ボルトと表す）の扱い

仮ボルトと本施工ボルトを兼用してはならない。　監理者がそれらを区別できるように
以下のような対策を施すこと。
仮ボルトは、それとはっきり区別できるように普通ボルトを使用する事を原則とし、
高力ボルトを仮ボルトとして使用する場合は専用マークを施すなど仮ボルトであること
を明確にして本施工ボルトと区別できるようにすること。

検査率または検査数の第三者検査機関による検査

採用

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」による方法

30％の抜取検査で合否判定は、不良率5％以下

大臣官房営繕標準仕様書による平均出検品限界(AOQL)

重要な構造で、１箇所の不合格部も許容出来ない場合は、全数検査(100％)

検査方法

AOQLの試験の基準は、日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準」による。

工場溶接の場合
試験は、２回抜取りとする。平均出検品限界(AOQL)は、特記が無ければ4.0％とする。

検査水準は、特記が無ければ第６水準とする。又、ロットの大きさは下表による。

第1不合格欠陥箇所数以上を不合格とする。

第2合格欠陥箇所数以下の場合は、合格とし、第2不合格欠陥箇所数以上の場合は不合格とする。

第1不合格欠陥箇所数未満の場合は、2回目の抜取り試験を行い、合計の不合格欠陥箇所数が

ロッドの合否判定は、1回目の不合格欠陥箇所数が0の場合は、合格とし
サンプルの大きさは、20とする。

AOQL(％)

検査水準
第1水準 第2水準 第3水準 第4水準 第5水準 第6水準

2.5

4.0

60

70

70

80

80

90

100

110

130

150

190

220

2.5

4.0

AOQL(％)
第2不合格第2合格第1不合格第1合格

欠陥箇所数 欠陥箇所数 欠陥箇所数 欠陥箇所数

0

0

2

3

1

3

2

4

D10～D16

12.6φ

12.6φ

(３) 鉄筋・継手

異形鉄筋

□

□SD295A

□SD345

JIS G3137□1275/1420鋼

□785鋼高強度せん断補強筋

径種類 使用箇所 備考

JIS G3551溶接金網

(1)引張力最小部位

□告示1463号第2項各号

□告示1463号第3項各号

□告示1463号第4項各号

(2)　(1)以外の部位(注)鉄筋の径

SA級

□

□□□

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

□40d　　□35d　　□(    )d

外観検査　　　　□有　□無   

超音波探傷試験　□有　□無　 

全数対象

□重ね継手

□圧接継手

□溶接継手

□機械式継手

３本/１ロット

３０ケ所/１ロット

D(  　)以下

D(  　)以下

鉄筋継手

D(    )以下

D(    )以下

注)(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築セ

ンター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造

関係技術基準解説書2007）」によって検討した部材の条件・仕様によること。

JIS G3112

JIS G3112

JIS G3112

・ 鉄筋は､JIS規格品を標準とする。

16

29

柱の帯筋の加工方法

継手部の検査方法

□Ｈ型(フック型)  　□Ｗ型(溶接型)  　□Ｓ型(スパイラル型)

D29～

存
置
期
間
の

セ
メ
ン
ト
の

種
類

種類
部位

2828

5

3

2

8

5

3

10 15

12

 8

28

25

17 5

 7

スラブ下

支柱

梁下

普通ﾎﾟﾙﾄ
ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

混合ｾﾒﾝﾄの

B種

早強ﾎﾟﾙﾄ
ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

早強ﾎﾟﾙﾄ
ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

普通ﾎﾟﾙﾄ
ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

左記のす
べてのｾﾒﾝﾄ

混合ｾﾒﾝﾄの

B種

高炉ｾﾒﾝﾄ
A種

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種

高炉ｾﾒﾝﾄ
A種

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種

せき板

基礎、梁側、柱、壁

ｺﾝｸﾘｰﾄの

圧縮強度 施工中の荷重及び外力について、構造計算により確認要

コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
材
令 

日

平
均
気
温

15ﾟC以上

5ﾟC以上

0ﾟC以上

・片持ばり，庇，スパン９．０ｍ以上の梁下は，工事監理者の指示による．
・大梁の支柱の盛りかえは行わない．また，その他の梁の場合も原則として行わない。
・支柱の盛りかえは，必ず直上階のコンクリート打ち後とする．
・盛りかえの後の支柱頂部には，厚い受板，角材または，これに代わるものを置く．
・支柱の盛りかえは，小梁が終ってから，スラブを行う．

・上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による．
一時に全部の支柱を取り払って，盛りかえをしてはならない．

・ 直上階に著しく大きい施工荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）
   の盛りかえを行わないこと。

型枠存置期間

・ 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある
   振動又は衝撃を与えないように行うこと。

型枠の水抜き口、掃除兼点検口は下記による。(監理者の指示が有る場合は指示による）
型枠下部に、各柱に1ヶ所以上。壁等連続した立上り部は3mに1ヶ所を目安に水抜き口を
設け、水・ゴミの排出を行うこと。(基礎・鉄骨造の地中梁等せいの低い場合は別途
指示による)
排水口で除去出来ないゴミ等の撤去と点検のため可動式堰板による点検口を設けること。
点検口は各柱の脚部に1ヶ所。壁等連続した立上り部は必要に応じて設ける。ただし
基礎のように大きな開口が上にある場合・鉄骨造の地中梁等せいの低い場合は除く。

（2）型枠

材料は、合板厚12mmを標準とする。金属製型枠パネルはJIS A8652に規定するものを用いる。

静岡県西部地区の場合

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 10月

～9月12日 12月5日
7月9日12月6日

12月

～
12月6日

～ 9月11日～2月17日

6 6 633

普通ｾﾒﾝﾄ
補正期間

S
強度補正値

ポンプ打ちコンクリートは，打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリート
　の自由落下高さは，コンクリートが分離しない範囲とする．ポンプ圧送に際しては，
　コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する事．

なお，打ち込み継続中における打ち継ぎ時間間隔の限度は，外気温が25度C未満の場合
は150分，25度C以上の場合は120分以内とする．

寒中，暑中，その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は，調合，打ち込
　み,養生，管理方法など必要事項について，工事監理者の承認を得ること．

柱には、フレキシブルホースから直接打ち込んではならない
コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が2度を下回らない
 ように養生を行う。

先送りモルタルは廃棄すること。また廃棄状況を写真撮影して係員に提出すること。

水たまりが有る場合は水を排出して、打ち継ぎ面を自然な湿潤状態にすること。
水たまりの出来るおそれのあるくぼみ等が有る場合はコンクリート設計基準強度の1.25
倍以上の強度を持つ無収縮モルタルで均し補修し水たまりが出来ないようにすること。

コンクリート打ち継ぎ面の処理。(捨てコン部分も打ち継ぎに準じる)
レイタンス、脆弱なコンクリート及びゴミ・木片等の異物は除去すること。

乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

流出したコンクリート等は新たに打設するコンクリートに悪影響を与えないよう除去す
ること。また、じゃんか等の部分ははつり取り健全なコンクリートを露出させること。

セメントの種類 ｺﾝｸﾘｰﾄの打込みから28日までの

期間の予想平均気温θの範囲(°C)

8≦θ 0≦θ<8

3 6構造体強度補正値 S

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

大臣官房営繕標準仕様書　平成25年版

調合強度を設計する時の構造体強度補正値（S）は,標準仕様書による。

調合強度は、設計基準強度(Fc)に構造体強度補正値（S）を加えた値とする。

捨てコンクリート

土間コンクリート

基礎、基礎梁

柱・梁・床・壁

□普通

□普通 max(Fc,Fd)　

□普通､□軽量 max(Fc,Fd)　

□普通､□軽量 max(Fc,Fd)　

cm

cm

cm

cm

cm

□普通

21 21 21

18

18

適用箇所 種類
　Fc

スランプ
Fq　 Fm　

設計基準強度 調合管理強度品質基準強度

押えコンクリート

0.3

185 270 65

コンクリートの所要空気量の目標値　     ％

□養生

□材齢

□高性能AE減水剤

(□28日

(□現場封かん□現場水中

□

□

□標準

□91日

□AE減水剤

呼び強度を保証する材齢、養生

混和材料の種類(JIS　　　　　)

4.5

□

□   )

□   )

アルカリ骨材反応を生じるおそれのない事

５．鉄筋コンクリート工事

（１）コンクリート ※調合強度はJASS5による

調合計画は，工事開始前に工事監理者の承認を得ること．
セメントは，JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする．
コンクリートはJIS A 5308(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）に適合するJIS認定工場の製品とする。

試験杭　　　　（□有　・　□無）　　　（□打ち込み・□載荷）　　　　本
杭仕様　　　　　□施工計画承認　　　　□杭施工結果報告書

４．地業工事

支持地盤

施工に先立ち、地中構造物・既設杭,掘削跡などの有無を調査し、図面通り
の施工が困難または構造上支障があると判断された場合は､速やかに監理者
に報告し対策を協議すること。

□ 直接基礎

□ ベタ基礎□ 独立基礎

載荷試験　　　　□ 有　　　     □ 無

□ 布基礎

□ 地盤改良 **

※ 詳細は別図参照

□ 柱状改良 □ 表層改良 設計基準強度 Ｆｃ =  　　　　  kN/㎡

□ 杭基礎

※ 詳細は別図参照

□ その他

３．地盤調査

□載荷試験　

□ボーリング調査□ □静的貫入試験 □標準貫入試験 □水平地盤反力係数の測定(有り) (有り)
□土質試験 □物理探査 □

高さ

建築面積

建築物の用途

建築物の所在地

 (N/㎡）
 積載荷重

増築計画 なし

延べ床面積

地震用梁･柱用小梁用床用部位 部位 床用 地震用梁･柱用小梁用

構造、階数

屋上付属物

2010

JASS5(2009),JASS6(2012版)

その他 □リフト□特になし □土圧

2．建築物の構造概要

20M

10M
13M

M H SJ R
グレード グレード グレード グレード グレード

種類 400N 490Nまで 制限なし490Nまで

板厚 制限なし60mm以下40mm以下25mm以下16mm以下使
用
鋼
材

通し
ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

制限なし70mm以下50mm以下32mm以下
490Nまで
22mm以下

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ 制限なし制限なし制限なし50mm以下50mm以下
490Nまで

※※

※ 溶接方法・鋼種に応じて、最大75mmまで

520Nまで

□　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」　　　　　年版
□　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事監理指針」　　　　　　年版　
□　　日本建築学会「標準仕様書」
□　　日本建築学会「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」
□　　日本建築学会「鉄骨工事技術指針」
□    参考文献 ； 技報堂出版「　耐震建築をつくる　ＲＣ造の要素技術」

平成25
平成25

28 91

Fq +  Ｓ28 91

Fq +  Ｓ28 91

2N/mm
2N/mm
2N/mm

2N/mm

2N/mm

2N/mm 2N/mm
2N/mm

5.0N/㎜ 以上
2 梁下　　圧縮強度がＦc以上

ｽﾗﾌﾞ下　圧縮強度がＦcの85%以上又は12N/mm 以上2

塩化物イオン量≦     kg/m 3
単位水量≦     kg/m    単位セメント量≧     kg/m 　 水セメント比≦    ％3 3

耐久設計基準強度  Fd(N/mm ) □短期=21N/mm  □標準=24N/mm  □長期=30N/mm □超長期=36N/mm 22 2 2 2

L S

SL

～2月18日

Fq +  Ｓ

B級 A級

□

□

□

引張試験　　　　□有　□無 

□ ＣＰＲＣ杭□ ＰＨＣ杭 □ 鋼管杭 □ 現場打杭

□SN400A(緑1)

試験参照

18 18 18

D19～D25

□SD345

 風圧力

 地震力

構造計算ルート

Zs=  1.2

地表面粗度区分

標準せん断力係数

用途係数

20

地震地域係数

基準風速Ⅲ Vo=            m/s 32

単位重量　　　　　   N/(㎡・cm) 積雪荷重

特定天井

7月8日

I = 1.25

□ DW

㎡㎡

記入なし部分は、意匠図参照

□ 下部摩擦杭

6φ-150*150

基礎、地中梁

基礎、地中梁

21 18

ﾌﾟｰﾙ棟

1.最高の高さ            m      2.最高の軒高さ            m

屋上：日除け庇

WC造

ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ　3500    3500    3200   2100

ピット床 900 650 300900

Ｘ方向：許容応力度計算(ルート1)、Ｙ方向：許容応力度計算(ルート1)

-0.51次設計   K=           2次設計 Co=

□ 摩擦杭  GL-        ｍ ～　-　　　ｍの地層の摩擦力により支持させる。

長期杭耐力  Ｒa =          kN/㎡ (　短期杭耐力  Ｒa =           kN/㎡）

□

こども園ﾌﾟｰﾙ

0.5

掛川市千浜

垂直最深積雪量                 cm40

□ ＧＬ　-          　ｍ　       　層 ( N =      )　10細砂

S=-/-

2.0m程度

ＧＬ　-          　ｍ

50長期地耐力  ｑa =        kN/㎡ (　短期地耐力  ｑa =         kN/㎡ 　）100

ﾌﾟｰﾙ　構造設計標準仕様

平成31年度(仮称)千浜認定こども園　新築工事（ﾌﾟｰﾙ・駐車場整備）

S-010



１級建築士登録　第190717号

一級建築士事務所 藤 　原 　龍 　美

ヴァイスプランニング

株式会社

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＡ Ｎｏ

構造設計一級建築士　第  3836号 神谷　勝久
一級建築士　第212753号

S=-/-

h　･･･部材間の内法高さL

(2) 記号

　　d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値  丸鋼では径

@･･･間隔 r･･･半径 l　部材の内寸法距離C･･･中心線

　　ST･･･あばら筋 HOOP･･･帯筋 S.HOOP･･･補強帯筋 φ･･･直径又は丸鋼

d　･･･異形棒鋼の最外径 D･･･部材の成

　　R･･･直径

o

o o

　　住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。

官庁営繕部監修築工事標準仕様書」平成（　　）年度版に準ずる。

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房

ｂ.　表3.1によらない設計かぶり厚さを指示するときは、設計図書に特記する。

ｃ.　ひび割れ誘発目地・施工目地などかぶり厚さが部分的に減少する箇所は、

防錆処理を施した鉄筋を使用するか、目地底から必要なかぶり厚さを確保する。

ａ.　各部位の設計かぶり厚さは設計図による。設計図に示されていない場合は表3.1による。

表3.1　最少かぶり厚さ (単位：ｍｍ)

構 造 部 分 最少かぶり厚さ

屋根スラブ・床スラブ ・非耐力壁
** *

耐力壁・壁ばり・小ばり・片持ばり
*30

土に接する耐力壁・床スラブ・基礎の立上り部分

基礎つなぎばり

基 礎

[注]　*  耐久性上有効な仕上がない場合は、屋内・屋外にかかわらず 10mm増しとする。

** 片持ちスラブ先端は　30mmとする。

異形鉄筋

丸 鋼

表3.2　鉄筋のあき・鉄筋間隔の最小値

鉄 筋 間 隔

のうち最も大きい数値

鉄筋のあき

・呼び名の数値の1.5倍

・25ｍｍ

のうち最も大きい数値

・粗骨材最大寸法の1.25倍

のうち最も大きい数値

・鉄筋径の2.5倍

・呼び名の数値の1.5倍+最外径

・25ｍｍ+最外径

・25ｍｍ

のうち最も大きい数値

・粗骨材最大寸法の1.25倍

・鉄筋径の1.5倍

・粗骨材最大寸法の1.25倍+最外径

鉄筋間隔

鉄筋間隔

鉄筋の

鉄筋の
あき

あき

D D

ｄ ｄ

鉄筋のあきと鉄筋間隔の最小値は表3.2による。

・粗骨材最大寸法の1.25倍+鉄筋径

・25ｍｍ+鉄筋径

[注]　D：鉄筋の最外径　 d：鉄筋径

a.鉄筋末端部の折曲げ形状とその寸法は表４.1による。

図 折り曲げ内法直径（R）折曲げ角度

3d 以上　1),4)

b.鉄筋末端部の折曲げ形状は表４.2による。

表４.１ 鉄筋末端部の折曲げ形状・寸法

　 に打ち込むＴ形およびＬ形ばりに用いるＵ字形あばら筋と対の

　 キャップタイのみに用いる。（右図参照）

２)折曲げ角度 90°は、スラブ筋・壁筋の末端部またはスラブと同時

３)片持スラブの上端の先端、壁の自由端に用いる先端の余長は 4d

   以上でよい。

   端部の折曲げ内部に D13 以上の直交筋がある場合には、

   折り曲げ内のり直径を 2d としてもよい。

d

8
d
以

上

[注]１)ｄは、異形鉄筋の呼び名に用いた数値とする。(mm)

4d 以上  1)

90°

135°

余長

余長

d
R

R

d

R

鉄筋径

D16以下

D19～D25

SD295A

SD295B

SD345

鉄筋の種類

(8d以上)

3)

(6d以上)

余長(4d以上)

3)

2)

180°

d

折曲げ角度 形　状 内のり寸法(D)
鉄筋の折曲げ鉄筋の径に

よる区分
鉄筋の種類

SD295A

SD295B

SD34590°
以下

鉄筋の使用箇所
による呼称

d

D

d

D

壁ばりの

縦・横筋、あばら筋

上記以外の鉄筋

D19以上

D19～D25

D16以下

D16以下
4d 以上  1)

6d 以上  1)

3d 以上　1)

[注]１)ｄは、異形鉄筋の呼び名に用いた数値とする。(mm)

表４.２  鉄筋中間部の折曲げ形状・寸法

30 (本標準図による特記)

４)SD295A の鉄筋でかつ経が D13 以下であって、

60(捨てコンクリート部分を除く)

40

d

D=3d～2d

直交壁

耐力壁 耐力壁

@250以下

直交壁

耐力壁 耐力壁

P/2

@P 設計間隔@250以下
調整区間
＜250

調整区間
＜250

調整区間
＜250

直交壁

100以下

＜250
調整区間

@P 設計間隔@250以下

＜250
調整区間

P/2 @250以下

調整区間
＜P

100以下

がりょうのあばら筋の割付例

は
り

せ
い

 
D

P
P

P
/
2

P
/
2

第１縦筋

耐力壁耐力壁

@P 設計間隔
<P

調整区間

P を超えない範囲で
調整してよい。

を確保できれば、P は

規定であり、同じ本数

同等鉄筋量を確保する

壁ばり横筋の鉄筋量と

壁ばりの縦筋の割付例

小梁としての性質と考えられる場合は、設計者の判断で小梁の腹筋の

配筋とし、リストに表現することとする。（提案）

※ はりせいとはり長さの関係(ﾌﾟﾛﾎﾟｰｼｮﾝ等)を勘案し、壁ばりとしてより

(注2）はりせい D が 600 未満の場合、横筋(腹筋)配筋はリストによる

(注1）P：壁筋、または あばら筋の設計間隔

のものに設置する。その間隔は、水平方向 100cm程度垂直方向 50cm程度（耐力壁は 100cm程度）とし、

フックの曲げ角度は 180°,135°,90°のいずれでもよい。

　耐力壁・がりょう・壁ばり・小ばりにおける幅止め筋は D10以上とし、壁長または梁せいが 60cm以上

1m程度1m程度

壁ばり・基礎つなぎばりの幅止め筋の配置例

4
d
程

度

4d
程
度

幅止め筋のフック

直交壁

1
m
程

度
1
m
程

度

1m程度 1m程度

壁の幅止め筋の配置例

a. 鉄筋の定着および継手の種類と方法は、設計図書に指示する。

L1

L1 L1

約0.5L1

約0.5L1

(a)

(b)

c. 隣接するはり主筋の継手の位置のずらし方は下図による。

原則とする。

b. はり主筋、壁の曲げ補強筋の継手は１ヶ所に集中することなく、相互にずらして設けることを

a. 鉄筋の定着と重ね継手の長さは、特別の定めがない限り表5.1 の数値以上とする。

       (2)  (  )はフック付きを示す。

       (3)  径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細いほうの d を用いる。

a. ガス圧接継手の仕様は、日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

b. 溶接継手を用いる場合はアーク手溶接とし、日本建築学会「鉄骨工事技術指針」を準用する。

c. アーク溶接による重ね継手を用いる場合はフレアグルーブ溶接とし、溶接長さは、両面溶接の場合

5d以上、片面溶接の場合は 10d以上とする。[ dは異形鉄筋の呼び名に用いた数値(mm)]

d. 特殊継手を用いる場合は設計図書に指示する。

[備考] (1) dは呼び名に用いた数値(mm)とする。

耐力壁の端部と交差部の鉄筋は D13以上 D25以下とし、その径と数は特殊構造設計規準による。

種　類

鉄筋の

SD295A

SD295B

SD345 21

24

27

21

24

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ
普通 軽量

45d

(35d)

40d

(30d)

重ね継手

長さ
(L2)

40d
(30d)

35d

(25d) (15d)

10d かつ

150mm

表5.1 鉄筋の定着および重ね継手の長さ

基準強度 (N/mm2)

コンクリートの設計

(L1)

一般 下　場　面 (L3)

片持スラブ

小 梁 など

など

床・屋根

スラブ

定　着　の　長　さ 非耐力壁

重ね継手

定 着 の

長さ

(L4)の下端筋等

25d 25d

18

壁の縦筋は D10以上 D16以下とし、その径と間隔は特殊構造設計規準による。

a. 壁ばりの縦筋および小ばりとがりょうのあばら筋は、D10又はD13の鉄筋を使用し、その径と間隔は

   特記による。

b. 基礎ばりと基礎つなぎばりのあばら筋は、D10又はD13の鉄筋を使用し、その径と間隔は特記による。

8
d
以

上又は

機械的接合

ﾌﾚｱｸﾞﾙｰﾌﾞ溶接

壁ばりの縦筋の例

スペーサーは、プラスチック製でもよい。

壁・壁梁・小梁・布基礎の立ち上がり部分・地中梁・基礎つなぎ梁の

布基礎の立上り

項　　目構　　造 符　号 許容差

壁式鉄筋コンクリ－ト造

あばら筋、壁梁断面の腹筋

その他の鉄筋
各加工寸法

加工後の全長

５

±１０

±

±１５

ａ，ｂ

ａ，ｂ

つける。

下記（１）～（２）に示す鉄筋の末端部には、フックを

（２）梁（地中梁を除く）の出隅部分の主筋

（１）あばら筋及び壁梁断面の縦筋

配　置

または

数　量

種　類

部　位 壁梁・小梁 布基礎 部分・地中梁
基礎つなぎ梁

スラブ

－ト製１）
鋼製・コンク

－ト製

鋼製・コンク
１） －ト製

鋼製・コンク

－ト製

鋼製・コンク鋼製・コンク

－ト製１）

壁・地下外壁

程度
間隔は1.5m

一縦筋に設置、

設置、左右第

上第一横筋に

以内

端部は1.5m

程度

間隔は1.5m 間隔は1.5m
程度

端部・交差部
に設置
断面中央部鉄

筋に設置

0.9m程度
程度、間隔は

筋それぞれ、
上端筋、下端

1.3個/㎡

以内

端部は1.5m

程度

間隔は1.5m

備　考

も設置

側梁は側面に

下に設置、外

梁は上または

外側梁以外の

ス筋にも設置

る場合はベ－

ベ－ス筋のあ

側面に設置

上または下と

設置

－サポ－トを

上連続するバ

は、２箇所以

片持スラブに

加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。［注］ １）

あばら筋、壁梁

断面の縦・横筋

ｂ

ａ ａ ａ

ｂ

ａａ

加工後の全長

加工後の全長

加工後の全長

鉄筋の加工は、加工図に従い、冷間加工とし、加工寸法

は上表の許容差以内とする。

１）［注］

ｂ

左記以外の鉄筋

ｂ

１）

１）

鉄筋を に水平（鉛直）９０°

に曲げ、直交筋外側に回し配筋

鉄筋端の １８０

直交筋にかぎ掛け

°フックを

鉄筋の組立表示例

表４.３　鉄筋の加工寸法の許容差

表４.４　バ－サポ－ト・スペ－サ－

６.１　壁の曲げ補強筋

１．一般事項

 ３.1 かぶり厚さ

 ３.２ 鉄筋のあきと鉄筋間隔

４．加工形状

５．定着と継手

５.１　総　則

５.２　定着と重ね継手

５.３　ガス圧接継手・特殊継手・アーク手溶接継手

６.　各部の配筋詳細の原則

６.２　壁のせん断補強筋

６.３　壁はり・がりょう、その他のせん断補強筋

６.４　幅止め筋

c.定着金物を使用する場合は、定着金物の寸法・品質およびその場合の定着長さを設計図に指示する。

       (4)  非耐力壁の縦・横筋の定着・継手長さは、建築基準法施行令第73条の規定を準用し

25d以上とした。(L4)

S-11
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ﾌﾟｰﾙ　壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）
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壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （２）

(1) 布基礎の立上り部分の主筋（基礎ばり上端主筋）は、D13以上とする。縦横筋は D10以上、間隔は

30cm以下（複配筋の場合は、45cm以下）とし、第１縦筋は両端の耐力壁鉛直縁より、第１横筋は

布基礎上下端より設計間隔の 1/2に配置し、その他の縦横筋は設計間隔に基づき配置する。

(2) 布基礎の立上り部分の上部の耐力壁の縦筋および曲げ補強筋は、原則として基礎のベース筋①ま

で伸ばす。

Ａ

P
P

P
P
/
2

P
/
2

布基礎

第１横筋

第１横筋

補強筋
耐力壁端部

第１縦筋Ａ150以上

150以上

Ａ-Ａ

(a) 上部の耐力壁および

布基礎の立上り部分

が単配筋の場合

(イ)Ａ-Ａ

L
2
以

上

(b) 上部の耐力壁が単配筋で

布基礎の立上り部分は

複配筋の場合

150以上

(ロ)Ａ-Ａ(イ)Ａ-Ａ

L
2
以

上

150以上

L
2
以

上

L2
以
上

※(ロ)Ａ-Ａ

※(ハ)Ａ-Ａ

(ニ)Ａ-Ａ

複配筋の場合

(c) 上部の耐力壁および

布基礎の立上り部分が

図8.4　基礎の立上り部分の交差部における主筋・横筋などの配筋

(1) 布基礎は原則として逆Ｔ形断面とし、基礎部分は長方形断面とする。

(2) 基礎厚さは、ベース筋のみの場合は 14cm以上とし、はかま筋を入れる場合またはあばら筋方式

とする場合は 24cm以上とする。

(3) 布基礎の立上り部分および基礎つなぎ梁の幅は、上部耐力壁の厚さ以上とするほか、端配筋の

場合は 12cm以上、複配筋の場合は 18cm以上とする。

120以上

1
5
0

1
5
0

40

(a) 単配筋の場合 (b) 複配筋の場合

図8.1 布基礎の形状あよび配筋

はかま筋の
ある場合

はかま筋の
ない場合 180以上

4
0

60

2
4
0
以

上6
0

6
06
0

60 3060 30

6
0

(1)　基礎部分には、原則として基礎梁下端主筋・ベース筋・配力筋および交差部ベース筋（または

補強ベース筋）を配置する。また、特殊な場合には、はかま筋を配置する。

(2)　直接基礎の配筋は、次によるほか、交差部は図8.2とする。

i) 基礎梁の下端主筋は D13以上、ベース筋・配力筋・交差部ベース筋（または補強ベース筋）は

D10以上とする。

ii) ベース筋の間隔は原則として 20cm以下とし、配力筋の間隔は 30cm程度とする。

地中梁下筋主筋

L2 の長さを確保する。）
配力筋（交差する布基礎の縁から

ベ－ス筋

交差部ﾍﾞｰｽ筋（地中梁側面位置に

交差部ﾍﾞｰｽ筋を配置し、第１ベ－ス筋

との間を P 以下に配置する。）

第１ベ－ス筋

（直交布基礎の縁に配置する）

P ：ベ－ス筋の設計間隔

P1：交差部ベ－ス筋の間隔（≦P）

B ：地中梁の幅

P1 P1 B P1P1 P P P P

１　布基礎の基礎部分の配筋（平面）

Ａ拡大図

30程度

3
0
程

度

基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞ内に
引き通す

L
2

P
P

Ａ L
2

L2

P
P

以
下

L2

L
2

L2

L3
L3

50L2

いなずま筋

L
2

L3

L1

[注] 階段受け壁に入れる補強筋は
特記による。

図6.3　片持階段の配筋

L

L2

L3

主筋

主筋

L2

L3
受け梁

Ｙ

Ｘ

L
2

L2 L2L3 ※踊り場の寸法が Ｘ＞Ｙ であっても主筋
主筋は、下記の主筋方向に配置する。

受け梁

主筋
主筋方向

L2配力筋

L2
L2

L3
受け梁

A A

D

D

B

L3

L2

lx/4lx/4

L

L

lx

15d75～100

15d 15d

C l
y

C C

l
x
/
4

C

lx/2

C C

l
x
/
4

15d

短辺方向

短辺・長辺方向

長辺方向

継手位置

上端筋

下端筋 A,C,Dゾーン

B,Aゾーン

B,Dゾーン

標準継手位置

l ※

l

径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する。

※の箇所(入隅)は各階補強する。b

a 補強筋は各5-D10又はスラブ主筋の同一

(１) 定着および継手

a. 片持階段の配筋は図6.3による。

(b) 折曲がりスラブで途中に梁のあり場合

８.２　基礎など

8.8.1 布基礎

a. 布基礎の形状および最少寸法

b. 布基礎の基礎部分の配筋

Ａ　布基礎

５．直接基礎

Ｌ形交差部

＋形交差部

Ｔ形交差部

c. 布基礎の立上り部分の配筋

６.５　スラブの配筋

(２)  屋根スラブの補強

６.６　階　　段

b. スラブ階段の配筋は図6.4による。

(a) 階段の両側に小ばりがある場合

30°
L3

スラブ下端筋が、壁ばり主筋に

あたる場合は、30°を超えない

範囲で折り曲げて定着してもよい

L3

D13以上

D13以上

受け筋

受け筋

片持スラブ

片持スラブ

L2

L
3

L2

S-12

ﾌﾟｰﾙ　壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （２）
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壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （３）
L
2

L2 L2

(ｲ) (ﾊ)

L
2 L
2

L2 L2

L2

L2

L
2

(ｲ)

(ﾛ)

(ﾛ) (ﾊ)

L
2

L
2 L
2

L2

L2

(ｲ)

L2 L2

(ﾛ)

(ﾊ)

i)一般耐力壁の場合

　縦筋は D10 以上とする、第１縦筋は、耐力壁両端鉛直縁から、設計間隔の 1/2 の箇所に、ただ

し、曲げ補強筋が 2本配筋の場合は大外端補強筋の中心から測るものとする。その他の縦筋は設計

間隔に基づき左端より配置する。横筋は D10以上とし、第１横筋は耐力壁上・下端より設計間隔の

1/2 の箇所に、その他の横筋は、設計間隔に基づき下端より配置する。横・縦とも終端における間

隔は調整区間とし、設計間隔以下とする。

図8.14　横筋・曲げ補強筋・縦補強筋の重ね継手

ⅱ) 横筋は一般耐力壁の場合で単配筋の場合は、端部曲げ補強筋に180°フックを付けかぎ掛けする。

複配筋の場合は、135°のフックでかぎ掛けし、帯筋方式とするかＵ字形筋を用いる。耐力壁が交

差する場合は、一方の耐力壁内に定着する。

ⅰ)　縦筋および曲げ補強筋・縦補強筋の継手位置は、原則として耐力壁の下部とする。

ⅲ)　横筋の継手は、原則として曲げ補強筋および縦補強筋の継手に重ならないようにする。

ⅳ)　縦・横筋の継手は、あき重ね継手でもよい。

約
 
0
.
5
L
1
 
ず

ら
し

L1

150以下
0.2L1 かつ

縦筋 横筋

あき重ね継手

L
1

L
1

立上り筋

ⅱ)　曲げ補強筋、および縦・横補強筋の継手は、１か所に集中することなく、相互にずらして設ける。

L1

(ｲ)

(ﾛ) (ﾛ)

(a) 単配筋の場合の

横筋の定着
(b) 複配筋の場合の

横筋の定着

(c) 交差する耐力壁の

横筋の定着

L
2

L
2

定
着

長
さ

L
2

(ｲ)

L
2

L
2

折曲げ
不可

打継ぎ面

打継ぎ面

L
2

L2 片側スラブ

両側スラブ

両側スラブ

(ﾛ)単配筋

(ﾛ)複配筋

下階複配筋

片側・両側スラブ共

(ﾊ)上階単配筋

(ｲ)単配筋
L2

L2

(ｲ) (ﾛ)

(ﾊ)

L
2

L
2

L
2

ベース筋より立上げる150以上伸ばす

0
～

5
d

交差部補強筋
壁ばり主筋または屋根スラブ

曲げ補強筋縦筋

立上り筋

布基礎上端

打継ぎ面

曲げ補強筋

縦筋

バーサ
ポート

図8.12　縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

(a)　布基礎１回打ちの場合 (b)　布基礎２回打ち（フーチングと
立上り部分を分ける）の場合

(1) 耐力壁にはせん断補強筋(縦筋・横筋)、端部には曲げ補強筋、耐力壁の交差部には曲げ補強筋お

 よび縦補強筋を配置する。(以下、縦筋・横筋・曲げ補強筋・縦補強筋という)

(2) 縦・横筋は D10以上とし、耐力壁の見付け面積に対し、縦・横に30cm以下に配置する。複配筋の

 場合は両側の縦・横筋を45cm以下の間隔で配置してよい。

 耐力壁の長さは45cm以上、厚さは12cm以上とする。ただし、複配筋の場合は厚さを18cm以上と

 する。

300以下

縦筋
D10以上

横筋 D10以上

(a)　単配筋の場合 (b)　複配筋の場合

300以下

450以下 450以下

450以下 450以下

450以下 450以下

300以下300以下

(d)　複配筋偏形千鳥配置の場合(c)　複配筋整形千鳥配置の場合

(3) 曲げ補強筋および縦補強筋は、D13以上とする。

(4) 耐力壁と床スラブ・屋根スラブの交差部には、壁厚18cm未満の場合は 1-D13以上、18cm以上の

 場合は 2-D13以上の横補強筋を配置する。

(5) 曲げ補強筋および縦補強筋・縦筋の位置は、原則として単配筋の場合は、曲げ補強筋を壁の中心

 線上に、縦補強筋・縦筋は片面を曲げ補強筋の面に合わせて配置する。複配筋の場合は、曲げ補

 強筋を、かぶり厚さが十分確保できる位置に対象に配置し、縦補強筋・縦筋は単配筋と同様に外

 側面を合わせて配置する。

曲げ補強筋 縦筋

壁中心線

横筋は曲げ補強筋の面に合わせる

(a)　単配筋の配筋 (b)　複配筋の配筋

(6) 鉄筋の定着

最上階および直上階に耐力壁がない場合は、スラブ内に定着する。ただし片側スラブの場合は

180°フックを付け壁ばり主筋またはスラブ交差部横筋補強筋(以下、横筋補強という)にかぎ
掛けしてよい。

i) 縦筋および曲げ補強筋・縦補強筋の下端は、布基礎または下階の耐力壁に定着する。上端は、

1/4 Lo 1/4 Lo1/2 Lo

：継手の好ましい位置

1/4 Lo 1/4 Lo1/2 Lo

Lo

Lo

(1)　基礎つなぎばりの主筋は D13以上とし、縦横筋は D10以上とする。

(2)　縦横筋の間隔は30cm以下（複配筋の場合は、45cm以下）とし、第１縦筋は両端の耐力円直縁、

第１横筋は基礎つなぎばり上下端より設計間隔の 1/2に配置し、その他の縦横筋は設計間隔に基

づき配置する。

(3)　基礎つなぎばりの縦筋は、あばら筋方式とする。

P
/
2

P
/
2

第１横筋Ａ

Ａ

P
P

P

第１縦筋

単配筋の場合 耐力壁端部補強筋

P

P P P PP/2

P：縦・横筋の設計間隔

図8.8　基礎つなぎばりの配筋

複配筋の場合

片側スラブ付 両側スラブ付
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